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日本の公衆衛生看護は，コロナウイルス感染症対策における成果の一つとして国際的に注目されるようになった．行
政職の公衆衛生専門家として保健師を村単位にまで配置する体制を持つ国は少なく，戦前から続く日本の公衆衛生の歴
史において，公衆衛生看護が果たしてきた役割は極めて大きい．長い年月をかけて知見が蓄積されてきた分野である一
方，現代はこれまで以上に複雑な地域社会における健康課題の解決が求められている．こうした課題に対応するためには，
人材育成の重要性がますます高まっている．終戦直後の昭和 23 年に再開された国立保健医療科学院の公衆衛生看護研修
は，時代や社会の変化に応じて進化し，自治体における保健師の現任教育を支えてきた．本特集号「公衆衛生看護の未
来―持続可能な地域保健への挑戦―」では，こうした歴史を踏まえ，国や自治体，教育機関が連携し，将来の課題に対
応できる保健師を育成するための方向性を示している．地域とともにある保健師の本質は変わらないが，その役割は時
代とともに進化する．本特集が，地域保健政策や人材育成の推進に資することを期待したい．
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